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本研究の目的は､ﾕﾋﾞｷﾀｽ情報社会に必須の｢いつでも｣ ｢どこでも｣ ｢誰でも｣が簡便

に利用できるｳｪｱﾗﾌﾞﾙ入ｶｲﾝﾀﾌｪ-ｽを開発して､従来のｺﾝﾋﾟｭ-ﾀの概念を大

きく変貌させる情報ﾊﾟ-ﾄﾅ-として､人間の知的活動を支援する技術の発展に寄与するこ

とである｡

まず､本論文では､ｳｪｱﾗﾌﾞﾙｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ用ｲﾝﾀﾌｪ-ｽに関する従来の研究の問

題点を整理し､ﾕﾋﾞｷﾀｽｺﾝﾋﾟｭ-ﾃｲﾝｸﾞ社会に有用な拘束感のない画像認識型入ｶｲ

ﾝﾀﾌｪ-ｽの構築手法を概観している｡また､人間の情報ﾁﾔﾈﾙである五感の-つであ

る触覚を加味したﾌﾘ-ﾊﾝﾄﾞで直感的操作が実現する｢てのひらいんたふえいす｣を提案

し､①初心者用の操作ﾂ-ﾙ(めにゆう選択):｢てのひらめにゆう｣と｢てのひらだいやる｣､

②通常の操作ﾂ-ﾙ(ｷ-ﾎﾞ-ﾄﾞ) : ｢てのひらきいぼおど｣､ ③直感的な操作ﾂ-ﾙ(ﾎﾟｲﾝ

ﾃｲﾝｸﾞ動作) :｢てのひらぼいんたあ｣､を実硯する基盤技術を開発している｡さらに､ｳｪ

ｱﾗﾌﾞﾙｺﾝﾋﾟｭ-ﾀを試作し､ ｢てにひらいんたふえいす｣の基本3操作ﾂ-ﾙを実装する

ことにより､これらの操作が十分機能することを実証している｡本論文は以下の5章からな

る｡

第1章では研究のﾓﾁﾍﾞ-ｼｮﾝとﾋﾞｼﾞｮﾝが紹介され､第2章では従来のｳｪｱﾗﾌﾞ

ﾙｺﾝﾋﾟｭ-ﾀとその関連技術を調査し､ﾕﾋﾞｷﾀｽ情報ﾊﾟ-ﾄﾅ-の実現に不可欠なｳｪ

ｱﾗﾌﾞﾙ入ｶｲﾝﾀﾌｪ-ｽ開発にむけて解決すべき技術目標について記述されている｡

第3章では､新しい概念としてのｳｪｱﾗﾌﾞﾙ入ｶｲﾝﾀﾌｪ-ｽ｢てのひらめにゆう｣

提案し､めにゆう選択操作を実現する｢てのひらめにゆう｣ ｢てのひらだいやる｣､ｷ-ﾎﾞ-

ﾄﾞ操作を実現する｢てのひらきいぼおど｣､ﾎﾟｲﾝﾃｲﾝｸﾞ動作を認識する｢てのひらぼいん

たあ｣､の3つの操作を可能にする基盤技術を開発している｡

第4章では､ｶﾒﾗと頭部装着型ﾒｶﾞﾈ(IiMD: HeadMountedDisplay)および試作り羊ｱ

ﾗﾌﾞﾙｺﾝﾋﾟｭ-ﾀから実装ｼｽﾃﾑを構築し､ ｢てのひらいんたあふえいす｣機能の実装手

法を記述している｡また､ﾒﾆｭ-表示やﾒﾆｭ-選択の正確度､ﾎﾟｲﾝﾃｲﾝｸﾞ操作の適

切度､ｷ-ﾎﾞ-ﾄﾞ提示や入力操作の正確度などを通じて､試作ｼｽﾃﾑの評価実験を実施し､

走性的に間題点を整理している｡なお､ｱﾌﾟﾘｹ-ｼﾖﾝ例として､ﾃﾞｲｼﾞﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵｶﾒ

ﾗのｲﾝﾀﾌｪ-ｽ｢むうびいびゅうわあ｣､お絵かきﾂ-ﾙとして手による自然な情報入ｶ

ｲﾝﾀﾌｪ-ｽ｢てのひらきゃんばす｣､ﾃﾞｲｼﾞﾀﾙｶﾒﾗとして機能するｲﾝﾀﾌｪ-ｽ｢て

のひらかめら｣､究極の携帯電話｢てのひらてれふおん｣などについての実証実験結果につい

ても記述されている｡

最後に､結論では､ AR技術により｢視覚｣的に｢手｣の上に重畳表示されるﾒﾆｭ-や

ｷ-ﾎﾞ-ﾄﾞを自分の指で指し示す動作を認識する手による自然な情報入力が可能な提案ｼｽ

ﾃﾑは､今後､ﾕﾋﾞｷﾀｽ社会の情報ﾊﾟ-ﾄﾅ-として有用性が高いことが記述されている｡
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(論文審査結果の要旨)

本論文は､空間的かつ時間的な制約から解放されたﾕﾋﾞｷﾀｽ社会における情報ｱｸｾ

ｽﾂ-ﾙは如何なる形態であるべきかという間題を扱っており､情報処理技術を応用したﾊ

ﾝｽﾞﾌﾘ-なｲﾝﾀﾌｪ-ｽの開発が､仝く新しい情報ﾊﾟ-ﾄﾅ-としてのｳｪｱﾗﾌﾞﾙｺ

ﾝﾋﾟｭ-ﾀの発展と普及に大きく貢献する可能性が高いことを実証した先端的な技術論文で

ある｡ﾕﾋﾞｷﾀｽ社会の情報ﾊﾟ-ﾄﾅ-の開発には､ﾃﾞｲｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞの解消や人間の高

度な知的括動を支援する上で未解決の問題が山積している｡この限界を打破する可能性を追

求した本論文の成呆は､以下の3点に要約される｡

1.人間が最も容易に制御でき複雑な動作が可能な手を入ｶｲﾝﾀﾌｪ-ｽとして利用

するため､環境条件に左右されない手の抽出手法や実画像と提示情報の位置合わせのた

めのﾚｼﾞｽﾄﾚ-ｼｮﾝ手法を考案し､ ｢誰でも｣操作可能なﾂ-ﾙを設計した｡

2.入ｶﾃﾞﾊﾞｲｽとして小型ｶﾒﾗと頭部装着ﾒｶﾞﾈ型ﾃﾞｲｽﾌﾟﾚｲ(HMD)､また通

信用ﾃﾞﾊﾞｲｽとして無線LANｶ-ﾄﾞを､それぞれ装備したｳｪｱﾗﾌﾞﾙｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ

を試作して､多様なﾕ-ｻﾞに対応できる操作ﾂ-ﾙを実装して､ ｢いつでも｣ ｢どこでも｣

ﾈｯﾄﾜ-ｸ接続可能なﾓ-ﾊﾞｲﾙ情報ﾊﾟ-ﾄﾅ-を構築した｡

3.試作した情報ﾊﾟ-ﾄﾅ-が､ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ入ｶｲﾝﾀﾌｪ-ｽとしての機能を保有

しているか検証するため､実際に､ﾃﾞｲｼﾞﾀﾙﾑ-ﾋﾞ- ｢てのひらびゅうわあ｣･ﾃﾞｲｼﾞ

ﾀﾙｶﾒﾗ｢てのひらかめら｣･お絵かきﾂ-ﾙ｢てのひらきゃんばす｣･新世代携帯電

話｢てのひらてれふおん｣を実装し､本提案の｢てのひらめにゆう｣が汎用性の高いｳ

ｪｱﾗﾌﾞﾙ入ｶｲﾝﾀﾌｪ-ｽであることを実証した｡

以上述べたように､本論文は､今後増大することが確実視されているﾕﾋﾞｷﾀｽ社会の情

報ﾊﾟ-ﾄﾅ-のために不可欠な､新しいﾀｲﾌﾟの入ｶｲﾝﾀﾌｪ-ｽの開発に必要な画像処

理技術を提案し､開発した試作ｼｽﾃﾑの性能を検証した実証研究である｡これらの研究成

呆は､学会論文誌2件､査読付国際学会5件､特許出願1件として公表され､ 2回にわたる

短期海外研究(ﾌｲﾝﾗﾝﾄﾞ:ｵ-ﾙ大学)の実績などを鑑みると､ﾕﾋﾞｷﾀｽ社会の情報

ﾊﾟ-ﾄﾅ-の開発研究という新しい分野を開拓する上で､学術面での貢献は大きいと認める

ことができる｡

よって､本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める｡


